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＜連絡事項＞

· 本日法人研修17：30～テーマ「防災について」について、メモリアルホール４Fで開催予定。勤務者以外は全員参加すること。

・本日16：00～診療・コメディカルグループ連絡会にて現在のプログラム内容ややり方（グループ分けなど）について話し合う。下舘SGMが出席予定。

· 10/8（月）伝達講習「転倒予防教室のすすめかた」について行う予定。内容は、健脚度について、予防運動についてなど。

· カンファレンス予定表を作成した為、本日中に内容を確認すること。

＜外来情報＞

· 井畑　光湖様～　9/19体調が悪く外来受診しているが、薬の飲み方を変更している。現在は「デ

イケアでは、宮さんが無視する。家に居ても忙しいし、母が自分の状態をわかってくれず、強く『手伝え』と言う」と状態について話される。家出したことについて、主治医より家出は良くない事、疲れるのであれば、短期間の入院も出来る事を本人へ伝え、ご家族へも連絡している。お母様より、金銭的に入院は難しい事を話され、店が落ち着けば、本人とゆっくり話す時間がとれると話される。13：00過ぎに本人より「自分は入院したいけども、お母さんがお金の事でダメだと話している」と電話あり。

・　横山　耕生様～　両親に言われた内容でショックを受けていると話される。「父には、人生の終わりだ。母には9時過ぎに薬を飲んだか聞かれて、まだ飲んでいないと答えたら入院だな」と言われた「自分は9時だとまだ大丈夫と思っているのに」と話している。主治医より、その考え方は間違っていないと助言あり。外来受診が11：30となっているが、もう少し早く来るように話している。

· 北村　奈美様～　「自分の思い通りにならないと腹が立つ。窓から叫んでしまった」と報告され、

「母が入院だなと話していたが、入院ですか？」と尋ねられる。あまり限度を超えると入院になることを伝えている。今までは何事も自分の思い通りになってきたと話される。

· 種本　サハ様～　「グループホームでは特に困っていることはない。気にしていない。相手にしな

い」と話される。困ったときは、世話人へ相談するようにアドバイスあり。

· 上川原　豊様～　洗濯機の修理に1万円かかったが使えるようになったと報告されている。

· 下妻　康貴様～　「鼻炎は少し良くなった」との事で、漢方薬7日分処方となっている。

· 川口　八寿子様～陰部からの不正出血は良くなったため、このまま様子をみたいと話される。

「10/7詩吟の会の30周年記念があるため、大変だ」と話される。

· 村上　元道様～　右足第1指が骨折し、本日整形外科受診のために早めにデイケアから帰ると報告

している。体調は良いとの事。

· 番沢　政勝様～　「デイケアの風呂にはもう入らない。金曜日に時間に入れなかった。職員が忙し

そうにしていた」と話される。また、お母様の事について「母親が心配。介護認定のことを秋山さんがやってくれている」と話され、主治医より使えるサービスは使うようにアドバイスあり。

· 宮　陽子様～　　他者への過干渉が見られており服薬状況が確認出来ず、怠薬傾向にあると思われ

るため、再度薬を飲むときはスタッフから見てもらうように、また、チェックシート作りスタッフからサインをもらうように話している。出来なければデポ剤注射施行も考えているとの事。

＜利用者様情報＞

· 繁名　和恵様～　表情の冴えなさ、顔色不良見られ「二重分裂を繰り返している」と話されている

が、午前のプログラム疾病教室にて「ストレスをためない」を行うと「あっそっか」と話され「勉強会で良くなった」と表情の冴えなさや顔色不良は改善されている。

· 種市　久子様～　昨日と本日電話があり「風邪で具合が悪い。退院してから1周年記念をデイケア

スタッフが祝ってくれると言った。子供が･･･」と長々と話される為、電話が1回線しかなく他からも電話があるかもしれない事を話し電話を切って頂いている。次回通所予定10/29には変更がないとの事。

· 井畑　光湖様～　昨日本人と交際相手の村上様のことについて面談を行っている。本人が妊娠の不

安を抱えていることについて、青山荘スタッフへ話していいのかと尋ねると「通所の特定スタッフ以外には知られたくない。村上さんへも伝えないで欲しい」と話されている。今後の交際を続ける上で避妊は必要であることを説明し、本人一人の問題ではないことも説明していますが、「相手が、性交渉を持っている事とか話すのを嫌がるから、言わないで欲しい」との事。今後、交際を続ける上で性交渉も考えられる事や、それに伴い避妊が必要であることを説明する必要があることを伝えると、「今、性交渉を持っているからという話しではなく、今後の交際継続による、性交渉の可能性として話しをするのであれば構わない」と、了承を得ている。
· 大久保　律子様～「幻聴が続いているから、今週中休みます」と連絡あり。

· 我満　奈津紀様～11月の日赤病院の婦人科へ行き、避妊具の点検を行う予定であったが、10月10　

日に受診すると報告ある。また、娘様が学校の親しい友人に斜視について言われた。以前手術施行しているが、もう1度手術した方がいいのか相談されている。本人は手術するのであれば、6年生頃がいいのではないかと考えているとの事。娘様が外見について気にしはじめているのであれば、娘様本人から眼科主治医へ相談したほうがいいのではないかと、アドバイスしている。

· 高島　吉太郎様～10：15頃1階デイケア作業指導室に来られ「ここだったかな？」と話される。

本人へどうしたのか尋ねると「わからない」と話される。2階の喫煙室から、階段を降りて来たのではないかと考えられる。その後、特に変わった様子がなくいつもと同じように過ごされている。今後は、今まで以上に人数の確認を行っていく。










